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研究成果の概要（和文）：2019年度まで半年間の医学部1年生向けプログラムが実施され、地域医療への関心を
高める講義・教育企画が行われ、協調性やリーダーシップ育成を焦点とした。しかし、コロナウイルス感染拡大
の影響で、2020年度以降はオンライン教育に移行し、オンラインプログラムによる授業開発を進めた。オンライ
ン教育ではリーダーシップ教育と地域医療への関心に焦点をあてたプログラムそれぞれでは効果をあげたが、そ
れらを同時に持たせるプログラムを作成することができなかった。そのため、多くの成果を得るために、現地で
のプロジェクト基盤型学習が望ましいとの結果が得られた。今後はオンラインと現地での学習の組み合わせが重
要と考える。

研究成果の概要（英文）：Until the 2019 academic year, a six-month program for first-year medical 
students was implemented, focusing on lectures and educational projects to increase interest in 
regional medicine and develop teamwork and leadership skills. However, due to the spread of the 
coronavirus infection, the education shifted to online from the 2020 academic year onwards, 
advancing the development of online programs. While online education achieved positive results in 
leadership education and increasing interest in regional medicine separately, it was unable to 
create a program that combined both aspects simultaneously. As a result, it was concluded that 
project-based learning on-site would be preferable to achieve greater outcomes. Moving forward, a 
combination of online and on-site learning is considered essential.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現地でのプロジェクト型学習により、地域医療に対する興味喚起と医学生の協調性やリーダーシップ育成が地域
医療の質向上に寄与する可能性があることが示唆された。また、オンライン教育が普及し、効果的な教育プログ
ラムを開発・実施することによる、地域医療の課題に対処できる医療人材の育成が期待できます。ただし、オン
ライン教育の効果や限界が明らかになり、さらなる改善が求められ、ハイブリッド型の教育プログラムの有用性
が考えられます。今回の学習プログラムは、地域社会や医療制度全体の発展に繋がる重要な要素となります。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在、国内においてへき地医療や地域医療に従事する医師の不足が深刻な問題となっている。
申請者らは、初期研修中の従事経験が将来の進路選択に強い影響を与えること、地域医療に従
事する進路選択には卒前に地域医療への興味をもつことが重要であること、地域医療において
は医療と地域全体との関係を客観的に洞察する能力が重要であることなどが報告されている。 
このことから、へき地医療や地域医療に従事する医師不足の解決には、卒前や研修早期に地域
医療の理解を深め、地域に出て、地域を俯瞰的に洞察させることが必要であると考えた。  
超高齢化社会となった本邦では、医療需要が拡大し、医療職だけで医療を支えることは困難に
なっている。欧米でも同様の問題が指摘されており、トランスプロフェッショナル教育
(Transprofessional Education)の試みが始まっている(J Frenk, et al. Lancet 2010)。 
このプログラムは、円滑な地域医療継続のために、これからの医療者教育は、介護・福祉を含
めた医療専門職内のみの連携教育（Interprofessional Education）ではなく、医療専門職を超
えた幅広い年代の地域住民のみならず、社会・経済・司法などを含めた多様な専門職とも連携
することが特徴である。 
このプログラム受講により、医学生ならびに若手医師が、リーダーシップや異分野理解のみな
らず、多角的視野、変化に適応する力、分野横断的連携力などを養成することを目指してい
る。  オーストラリアでは、地域住民が積極的に医学教育に関わり、医療職と非医療職による
トランスプロフェッショナル教育を行ったところ、へき地に勤務する医師の増加や地域住民の
健康格差の改善がみとめられた。へき地や地域医療に従事する医師の育成に際して、可能な限
り早期（卒前医学教育の時期）に、非医療職を含めた多職種と課題を探索・共有し、解決策を
模索する機会の需要は高まっている。 
しかし、大学教育において、日本の現状に適した医療職と非医療職の協働に必要とされるスキ
ルの学習機会はほとんどない。背景として、これまでの医学教育では医療職側と地域行政や企
業、弁護士などを含む非医療職との接点が少なかったことや、医療職と地域住民の間で意見交
換を行う機会が少なかったことなどがあげられる。 
そこで本申請研究では職種の垣根を超え、医療職・非医療職協働を取り入れた卒前トランスプ
ロフェッショナル教育プログラムを開発し、有用性を明らかにする。更に、最終的にへき地医
療や地域医療への貢献につなげる基盤の構築を目指すことが重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域医療における医療職・非医療職間の協働を柱とした医学生対象の教育プログ
ラムを開発し、その有用性を明らかにする。本研究では、多職種の支援を受け、広域俯瞰的な
医療問題の発掘と解決の実践を通じて、地域医療への理解を深める「日本版トランスプロフェ
ッショナル教育プログラム」を開発する。その中で、医学生と地域の非医療職との多職種協働
作業により、地域を基盤とした医療課題の抽出と解決策を創出できる機会を設ける。そのため
に下記のことを明らかにする。 
(1) 医学生が非医療職との協働で地域医療に関する問題抽出や課題克服を議論する機会を
設け、リーダーシップや協調スキルなどを獲得するに至るかを明らかにする。 
(2) 非医療職が医療をテーマにしたプログラムに参加することで、医療の理解を深め、ヘ
ルスリテラシーが向上するかを明らかにする。 
(3) 医学生が地域の医療機関外活動を行うことによって生じる、地域医療への関心と理解
の変化を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 教育プログラムの策定 
 本教育プログラムは、医学生への地域協働にかかる知識・スキルを学ぶ講義、地域や地域医
療の問題探索・解決を含むフィールドワークから構成される。講義では、医学生を対象に協働
を行うために必要な社会人としての基礎力を培える内容を経営学講師らとともに選定する。フ
ィールドワークは宮城県丸森町で実施する。以前に協力を得た丸森町役場、丸森病院、同町で
地域創生事業を行う団体などと協力をとり、フィールドワークを行う地域側の体制を整える。 
 
(2) 参加者の募集 
 本教育プログラムに参加する医学生（1～6年生、計 15 名）を、東北大学、東北医科薬科大
学、宮城県出身の自治医科大学医学生を中心に大学・学生団体を通じて全国公募する。 
 
(3)参加者へのアンケート・インタビュー調査 
 参加する医学生の地域医療への関心、理解、連携に関わるスキルなどの変化、また非医療職
のヘルスリテラシーの変化に関して、アンケート調査を行い、プログラム途中、終了後に参加



者に半構造化面接法でインタビューを行う。またアンケート調査は、地域医療への関心、理解
はリッカート尺度を用い、連携に関わるスキルは KiSS-18、RIPLS(Readiness for 
Interprofessional Learning Scale)など、ヘルスリテラシーは European Health Literacy 
Survey Questionnaire 日本語版などを用いてプログラム前後で評価する。 
 
(4) 教育プログラムの評価 
 フィールドワーク後に、参加者から全体としての内容、満足度などの評価をアンケート形
式、半構造化面接で参加者から聴取する。 
 
 
４．研究成果 
(1)  教育プログラムの実施 
 東北大学で開講している 1年生向けの「基礎ゼミ」の講義枠で実践を行った。「基礎ゼミ」
は、文系・理系の学生を問わず、20 人以下の比較的少人数の新入生を対象にして行われる全学
教育で、教官と学生および学生同士が密接な人間関係を築きながら、学生が受け身ではなく主
体性をもって参加する「Face to Face」の教育である。その中で、医学生を含む他学科を含め
た学生への地域協働にかかる知識・スキルを学ぶ講義、地域や地域医療の問題探索・解決を含
むフィールドワークから構成される。講義では、医学生を対象に協働を行うために必要な社会
人としての基礎力を培える内容で構成した。フィールドワークは宮城県丸森町で実施し、丸森
町役場、丸森病院、同町で地域創生事業を行う団体などと協力をとり、フィールドワークを行
う地域側の体制を整えた。以下に 2018 年・2019 年に実施した教育プログラムの概要を示す。 

授業題名 概要 

オリエンテーション＋「調べる・まとめ
る」を知る講義 

・学習者の自己紹介 
・レポート・発表のための準備 

「地域医療」「地域創生」を知る 
・学習者の地域の紹介 
・講義（地域創生・地域医療） 
・地域フィールドワークの準備 

地域の実際を知る 
・地域に関わる人・医療に関わる人を知る。 
・講義（地域創生・地域医療） 
・地域フィールドワークの準備 

「地域医療」「地域創生」の発展を考える 
丸森町へのフィールドワーク（１泊 2日） 
・地域に関わる人へのインタビュー 
・地域医療に関わる人へのインタビュー 

「地域医療」「地域創生」の発展を考え
る」発表 

上記内容を町役場、町関係者の前で発表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
しかし、コロナウイルス感染が蔓延し、予定していた 2020 年の実施が実習自粛のため、実施で
きず、2021 年は実施したものの、オンラインでの講義での対応しかできず、オンライン用に教
育プログラムを実施した。以下にその概要を示す。 

授業題名 概要 

オリエンテーション＋「調べる・

まとめる」を知る講義 

・学習者の自己紹介 

・レポート・発表のための準備 

「地域医療」「地域創生」を知る 

・学習者の地域の紹介 

・講義（地域創生・地域医療） 

・地域創生（まちづくり）に関わる人へのインタビュー 

地域医療の実際を知る 

・講義（地域に関わる人・医療に関わる人） 

・地域医療・小規模医療機関院長へのインタビュー 

・地域調査 

「地域医療」「地域創生」の発展

を考える 
・丸森町への意見提言のための発表まとめ 

「地域医療」「地域創生」の発展

を考える」発表 
上記内容を町役場、町関係者の前で発表 

 
(2) 参加者へのアンケート・インタビュー調査 
実施した教育プログラムでは、地域医療への関心・理解はプログラム前後で有意に改善した。
しかし、2021 年のオンラインでの教育プログラムでは、1年後の調査では維持できなかった。
インタビュー調査では、講義として理解できたものの、実地で見学・体験をしておらず、印象
深いものではなかったからではないかと参加者から指摘があった。 
グループ間のコミュニケーション能力を測るために KISS-18 を採用し、プログラム前後での評
価を行った。3回のプログラムの実施でいずれも上昇を認めたが、有意差は認められなかっ
た。 
フィールドワークに関わった非医療職の協力者の人数が少数で、アンケート用紙での前後比較
の評価が難しいと考え、関係者へのインタビュー調査を行った。3名のインタビュー協力を得
られ、結果として地域医療への関心が増したものの、ヘルスリテラシーの向上にはつながらな
かった。フィールドワークで地域医療を題材にしたものの、医療職との関わりが少なかったの
ではないかと推測している。 
 
(3) 教育プログラムの評価 
教育プログラム実践後にアンケート調査を行い、高い評価を受けた。 

  2018 年 2019 年 
2021 年 

（オンライン） 

授業内容は系統的によく整理されて

いましたか？ 
4.8(4.3) 4.9(4.3) 4.7(4.3) 

説明はわかりやすかったですか？ 4.9(4.2) 5.0(4.1) 4.8(4.3) 

授業を進める深度は適切でしたか 4.8(4.2) 5.0(4.3) 4.6(4.3) 

この授業で新しい知識や技能を獲得

できたと思いますか？ 
4.9(4.3) 4.9(4.4) 4.6(4.5) 



この授業を総合的に判断するとどん

な評価になりますか？ 
4.6(4.2) 4.7(4.2) 4.7(4.4) 

*５段階評価（５：高評価）、括弧内は他の基礎ゼミの講座の平均点 
 
インタビュー調査では、フィールドワークや、オンラインでの地域住民や関係者の関わりが非
常に高く評価していることが明らかになった。講義内のグループワークで、他の参加者と協力
して取り組み、チームワークを醸成できた点も評価されていた。 
改善すべき点として、講義そのものは、レポート・発表に向けての準備など、他の授業と重複
している内容もあり、この教育プログラムだけでなくとも学ぶことができるのではないかと意
見があった。地域と関わるためのフィールドワークにより焦点をあてた講義の方がよかったの
ではないかと提案があった。 
 
 
 
・参考：メディア掲載 
2018 年 広報まるもり 9月号 

2019 年 広報まるもり 8月号 
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